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通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、昨年 11 月 15 日の中間決算発表時に公表した平成 15 年 3 月期（平成

14 年 4 月 1 日～平成15 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

記 

 

１．通期連結業績予想の修正（平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日）                           

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 144,300 39,900 22,700 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 124,000 31,500 18,000 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 20,300 △ 8,400 △ 4,700 

増 減 率            （％） △ 14.1 △ 21.1     △ 20.7 

（ご参考） 

前期実績（平成 14 年 3 月期） 
144,663 39,813 20,452 

 

２．通期単独業績予想の修正（平成 14 年 4 月 1 日～平成 15 年 3 月 31 日）                           

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 132,300 37,700 21,900 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 110,000 30,000 16,800 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 22,300 △ 7,700 △ 5,100 

増 減 率            （％） △ 16.9 △ 20.4    △  23.3 

（ご参考） 

前期実績（平成 14 年 3 月期） 
132,129 37,600 19,410 



３．修正の理由 
 当期のパチンコ機市場は、長期化するデフレ不況に加え、FIFA ワールドカップ期間中の機種入替え
自粛の影響等により前年をやや下回る見込みです。 

 こうした環境に対応すべく、当社は新内規対応機「フィーバーウォンテッド」をいち早く市場投入す

るとともに、３Dムービーチップを搭載し新たな表現力を持った機種「フィーバー大ヤマト」・「フィー
バー花月」等を投入し差別化を図ってまいりました。差別化の成果により、上半期の売上高は順調に推

移いたしましたが、下半期におきましては他社製品との競合が激化し、投入機種の販売台数が伸び悩む

結果となりました。 
 また、パチスロ機につきましては、日本電動式遊技機協同組合（日電協）の販売自主規制による市場

の混乱が予想されたため、販売活動を控えたことにより前期に比べ売上高が大幅に減少いたしました。 
この結果、昨年中間決算発表時に公表いたしました予想値を下回ることが確実となったことから、平

成 15年 3月期の連結並びに単独の業績予想を修正いたします。 
 
（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 

以 上 
 


